
田
中
陣
営
は
当
初
か
ら
木

戸
口
氏
優
勢
が
伝
え
ら
れ
る

内
陸
部
で
の
票
差
を
逆
転
す

る
に
は
田
中
氏
が
優
位
の
２

区
で
大
差
を
付
け

大
票
田
の
盛
岡
市

で
接
戦
に
持
ち
込

む
戦
略
で
し
た
。

中
で
も
２
区
の

中
心
、
宮
古
市
で

は
木
戸
口
氏
と
の

得
票
割
合
を
６
対

４
か
ら
７
対
３
に

引
き
上
げ
田
中
優

位
を
さ
ら
に
広
げ

る
計
画
で
し
た
。

田
中
氏
の
市
内

の
得
票
は
７
割
ど

こ
ろ
か
約
50
％
、

１
万
３
３
９
３
票

に
と
ど
ま
り
、
木

戸
口
氏
は
44
％
、

１
万
１
７
７
０
票

と
接
戦
に
ま
で
持

ち
込
み
、
全
県
で

は
７
万
３
０
０
０
票
余
の
大

差
で
初
の
当
選
で
す
。

自
・
公
は
自
ら

の
共
闘
を
棚
に
上

げ
、
野
党
共
闘
を

「
野
合
」
と
批
判

中
で
も
共
産
党
の

自
衛
隊
違
憲
論
を

理
由
に
反
共
攻
撃

を
強
め
ま
し
た
。

自
公
が
圧
勝
し
た

理
由
に
は
最
大
の

争
点
だ
っ
た
「
憲

法
」
論
争
を
棚
に

上
げ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
ま
す
。

野
党
と
市
民
と

が
連
携
し
た
戦
後

初
の
野
党
共
闘
は

東
日
本
大
震
災
の

被
災
３
県
の
全
て

で
勝
利
し
、
貴
重

な
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

多
く
の
国
民
に
は
実
感
の

わ
か
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

し
た
が
、
阿
部
首
相
の
「
道

半
ば
」
に
期
待
し
、
18
歳
以

上
の
新
有
権
者
の
大
半
が
自

公
両
党
に
投
票
し
た
こ
と
が

与
党
の
圧
勝
、
改
憲
勢
力
３

分
の
２
の
壁
を
越
え
る
要
因

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
理
論
は
大

企
業
が
儲
か
れ
ば
中
小
企
業

や
関
連
労
働
者
に
も
そ
の
利

益
が
行
き
わ
た
る
と
い
う
も

の
で
す
。
実
態
は
逆
で
、
実

質
賃
金
の
５
年
連
続
低
下
や

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
の
１
８
９
０

万
世
帯
（
全
世
帯
の
35
％
）

へ
の
拡
大
な
ど
、
事
態
は
深

刻
で
す
。
株
価
維
持
を
目
的

に
異
次
元
の
金
融

緩
和
政
策
や
年
金

の
株
式
運
用
の
拡

大
な
ど
、
将
来
の

財
政
不
安
を
抱
え

る
政
策
は
長
続
き

せ
ず
改
憲
の
企
て

も
阻
止
す
る
闘
い

の
始
ま
り
で
す
。

田
中
陣
営
は
当
初
か
ら
木

戸
口
氏
優
勢
が
伝
え
ら
れ
る

内
陸
部
で
の
票
差
を
逆
転
す

る
に
は
田
中
氏
が
優
位
の
２

区
で
大
差
を
付
け

大
票
田
の
盛
岡
市

で
接
戦
に
持
ち
込

む
戦
略
で
し
た
。

中
で
も
２
区
の

中
心
、
宮
古
市
で

は
木
戸
口
氏
と
の

得
票
割
合
を
６
対

４
か
ら
７
対
３
に

引
き
上
げ
田
中
優

位
を
さ
ら
に
広
げ

る
計
画
で
し
た
。

田
中
氏
の
市
内

の
得
票
は
７
割
ど

こ
ろ
か
約
50
％
、

１
万
３
３
９
３
票

に
と
ど
ま
り
、
木

戸
口
氏
は
44
％
、

１
万
１
７
７
０
票

と
接
戦
に
ま
で
持

ち
込
み
、
全
県
で

は
７
万
３
０
０
０
票
余
の
大

差
で
初
の
当
選
で
す
。

自
・
公
は
自
ら

の
共
闘
を
棚
に
上

げ
、
野
党
共
闘
を

「
野
合
」
と
批
判

中
で
も
共
産
党
の

自
衛
隊
違
憲
論
を

理
由
に
反
共
攻
撃

を
強
め
ま
し
た
。

自
公
が
圧
勝
し
た

理
由
に
は
最
大
の

争
点
だ
っ
た
「
憲

法
」
論
争
を
棚
に

上
げ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
ま
す
。

野
党
と
市
民
と

が
連
携
し
た
戦
後

初
の
野
党
共
闘
は

東
日
本
大
震
災
の

被
災
３
県
の
全
て

で
勝
利
し
、
貴
重

な
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

多
く
の
国
民
に
は
実
感
の

わ
か
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

し
た
が
、
阿
部
首
相
の
「
道

半
ば
」
に
期
待
し
、
18
歳
以

上
の
新
有
権
者
の
大
半
が
自

公
両
党
に
投
票
し
た
こ
と
が

与
党
の
圧
勝
、
改
憲
勢
力
３

分
の
２
の
壁
を
越
え
る
要
因

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
理
論
は
大

企
業
が
儲
か
れ
ば
中
小
企
業

や
関
連
労
働
者
に
も
そ
の
利

益
が
行
き
わ
た
る
と
い
う
も

の
で
す
。
実
態
は
逆
で
、
実

質
賃
金
の
５
年
連
続
低
下
や

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
の
１
８
９
０

万
世
帯
（
全
世
帯
の
35
％
）

へ
の
拡
大
な
ど
、
事
態
は
深

刻
で
す
。
株
価
維
持
を
目
的

に
異
次
元
の
金
融

緩
和
政
策
や
年
金

の
株
式
運
用
の
拡

大
な
ど
、
将
来
の

財
政
不
安
を
抱
え

る
政
策
は
長
続
き

せ
ず
改
憲
の
企
て

も
阻
止
す
る
闘
い

の
始
ま
り
で
す
。
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10
日
、
投
開
票
の
参
院
選
挙
で
共
産
党
が
推
薦
し
た
木
戸
口
英
司
氏
は
市
内
で
も

予
想
を
超
す
得
票
で
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
党
は
議
席
を
６
に
倍
増
し
ま
し
た
。

10
日
、
投
開
票
の
参
院
選
挙
で
共
産
党
が
推
薦
し
た
木
戸
口
英
司
氏
は
市
内
で
も

予
想
を
超
す
得
票
で
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
党
は
議
席
を
６
に
倍
増
し
ま
し
た
。

市
が
事
業
手
法
に
Ｄ
Ｂ
を
決
定

し
た
の
は
い
つ
で
、
そ
の
理
由
は

何
か
、
ま
た
、
そ
の
意
図
が
活
か

さ
れ
て
い
る
か
は
Ｄ
Ｂ
検
証
の
最

大
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

見
え
な
い
コ
ス
ト
削
減
と
短
縮

市
が
２
０
１
４
年
度
末
に
策
定

し
た
「
基
本
計
画
（
案
）
」
に
施

設
の
実
現
手
法
で
「
設
計
・
施
工

一
括
発
注
方
式
（
Ｄ
Ｂ
）
を
採
用

し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
理
由
は

①
建
設
会
社
、
設
計
事
務
所
と
の

連
携
で
従
来
方
式
よ
り
コ
ス
ト
削

減
や
工
期
短
縮
が
図
れ
る
、
②
復

興
需
要
が
理
由
の
入
札
不
調
が
避

け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

同
（
案
）
で
は
建
設
単
価
を
最

大
で
平
方
㍍
当
た
り
50
万
円
と
し

て
お
り
、
受
注
企
業
の
Ｊ
Ｖ
鹿
島

が
現
在
行
っ
て
い
る
実
施
設
計
作

業
で
、
そ
れ
以
下
に
収
ま
る
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
参
考
ま
で
に
従

来
方
式
で
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

し
た
遠
野
市
の
庁
舎
の
建
設
単
価

は
約
35
万
円
で
し
た
。

基
本
と
実
施
設
計
業
者
が
同
一

東
京
５
輪
会
場
の
整
備
を
抱
え

る
東
京
都
も
本
市
と
同
様
の
方
式

で
す
が
、
基
本
設
計
受
注
者
の
実

施
設
計
受
注
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

基
本
設
計
受
注
者
は
実
施
設
計
段

階
で
は
発
注
者
支
援
を
手
が
け
る

「
Ｄ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
」

を
担
当
し
、
Ｄ
Ｂ
の
契
約
締
結
後

の
建
設
会
社
の
設
計
部
門
も
し
く

は
Ｊ
Ｖ
と
委
託
契
約
す
る
設
計
協

力
会
社
の
設
計
・
施
工
段
階
で
の

作
業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

本
市
の
場
合
、
東
京
都
で
は
禁

じ
た
実
施
設
計
を
基
本
設
計
受
注

者
（
㈱
久
米
設
計
）
に
行
わ
せ
る

た
め
、
作
業
の
公
平
性
と
検
証
効

果
に
疑
問
が
生
じ
ま
す
。

Ｊ
Ｂ
鹿
島
か
ら
は
工
期
の
短
縮

提
案
は
無
く
、
価
格
提
案
も
市
の

評
価
基
準
（
４
０
０
点
）
に
照
ら

し
て
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
説
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
（
つ
づ
く
）

市
が
事
業
手
法
に
Ｄ
Ｂ
を
決
定

し
た
の
は
い
つ
で
、
そ
の
理
由
は

何
か
、
ま
た
、
そ
の
意
図
が
活
か

さ
れ
て
い
る
か
は
Ｄ
Ｂ
検
証
の
最

大
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

見
え
な
い
コ
ス
ト
削
減
と
短
縮

市
が
２
０
１
４
年
度
末
に
策
定

し
た
「
基
本
計
画
（
案
）
」
に
施

設
の
実
現
手
法
で
「
設
計
・
施
工

一
括
発
注
方
式
（
Ｄ
Ｂ
）
を
採
用

し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
理
由
は

①
建
設
会
社
、
設
計
事
務
所
と
の

連
携
で
従
来
方
式
よ
り
コ
ス
ト
削

減
や
工
期
短
縮
が
図
れ
る
、
②
復

興
需
要
が
理
由
の
入
札
不
調
が
避

け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

同
（
案
）
で
は
建
設
単
価
を
最

大
で
平
方
㍍
当
た
り
50
万
円
と
し

て
お
り
、
受
注
企
業
の
Ｊ
Ｖ
鹿
島

が
現
在
行
っ
て
い
る
実
施
設
計
作

業
で
、
そ
れ
以
下
に
収
ま
る
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
参
考
ま
で
に
従

来
方
式
で
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

し
た
遠
野
市
の
庁
舎
の
建
設
単
価

は
約
35
万
円
で
し
た
。

基
本
と
実
施
設
計
業
者
が
同
一

東
京
５
輪
会
場
の
整
備
を
抱
え

る
東
京
都
も
本
市
と
同
様
の
方
式

で
す
が
、
基
本
設
計
受
注
者
の
実

施
設
計
受
注
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

基
本
設
計
受
注
者
は
実
施
設
計
段

階
で
は
発
注
者
支
援
を
手
が
け
る

「
Ｄ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
」

を
担
当
し
、
Ｄ
Ｂ
の
契
約
締
結
後

の
建
設
会
社
の
設
計
部
門
も
し
く

は
Ｊ
Ｖ
と
委
託
契
約
す
る
設
計
協

力
会
社
の
設
計
・
施
工
段
階
で
の

作
業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

本
市
の
場
合
、
東
京
都
で
は
禁

じ
た
実
施
設
計
を
基
本
設
計
受
注

者
（
㈱
久
米
設
計
）
に
行
わ
せ
る

た
め
、
作
業
の
公
平
性
と
検
証
効

果
に
疑
問
が
生
じ
ま
す
。

Ｊ
Ｂ
鹿
島
か
ら
は
工
期
の
短
縮

提
案
は
無
く
、
価
格
提
案
も
市
の

評
価
基
準
（
４
０
０
点
）
に
照
ら

し
て
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
説
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
（
つ
づ
く
）

デザインビルドデザインビルド

早くから事業手法に採用早くから事業手法に採用

野
党
共
闘
…
源
流
、
岩
手
で
勝
利

野
党
共
闘
…
源
流
、
岩
手
で
勝
利

木
戸
口
氏
市
内
で
接
戦
に
持
ち
込
む

木
戸
口
氏
市
内
で
接
戦
に
持
ち
込
む

証証

検検 ７７

参
院
選
挙
は
１

人
区
で
野
党
共
闘

の
威
力
が
実
証
さ

れ
た
。
岩
手
は
知

事
選
以
降
、
そ
の

源
流
に
位
置
す
る
▼
東
京
都

は
息
つ
く
間
も
な
く
知
事
選

に
突
入
。
告
示
前
日
に
野
党

共
闘
で
統
一
候
補
が
実
現
。

鳥
越
俊
太
郎
氏
は
参
院
選
の

結
果
で
決
意
し
た
と
い
う
か

ら
心
意
気
も
良
い
▼
前
後
す

る
言
葉
は
「
後
出
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
」
と
「
風
見
鶏
」
。
小

か

ざ

み

ど

り

池
百
合
子
氏
は
前
の
言
葉
に

「
究
極
」
ま
で
付
け
た
。
後

き
ゅ
う
き
ょ
く

の
言
葉
は
自
民
党
に
入
党
し

た
平
野
達
男
氏
へ
の
評
価
▼

同
氏
の
決
意
は
参
院
で
自
民

党
の
単
独
過
半
数
に
直
結
。

反
自
民
で
当
選
し
、
最
後
は

自
民
党
員
。
い
ず
れ
も
「
究

極
」
に
値
す
る
。
た
だ
し
、

鳥
越
氏
と
違
っ
て
平
野
氏
の

動
機
は
自
己
保
身
と
の
推
測

も
▼
東
京
で
参
院
選
挙
と
違

う
「
反
改
憲
」
の
流
れ
を
つ

く
り
た
い
。
「
が
ん
」
を
克

服
し
た
同
氏
だ
け
に
言
葉
の

意
味
は
重
い
。
社
会
や
政
治

の
世
界
の
「
が
ん
」
治
療
に

は
摘
出
・
置
換
し
か
な
い
。

て
き
し
ゅ
つ

ち

か

ん 参
院
選
挙
は
１

人
区
で
野
党
共
闘

の
威
力
が
実
証
さ

れ
た
。
岩
手
は
知

事
選
以
降
、
そ
の

源
流
に
位
置
す
る
▼
東
京
都

は
息
つ
く
間
も
な
く
知
事
選

に
突
入
。
告
示
前
日
に
野
党

共
闘
で
統
一
候
補
が
実
現
。

鳥
越
俊
太
郎
氏
は
参
院
選
の

結
果
で
決
意
し
た
と
い
う
か

ら
心
意
気
も
良
い
▼
前
後
す

る
言
葉
は
「
後
出
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
」
と
「
風
見
鶏
」
。
小

か

ざ

み

ど

り

池
百
合
子
氏
は
前
の
言
葉
に

「
究
極
」
ま
で
付
け
た
。
後

き
ゅ
う
き
ょ
く

の
言
葉
は
自
民
党
に
入
党
し

た
平
野
達
男
氏
へ
の
評
価
▼

同
氏
の
決
意
は
参
院
で
自
民

党
の
単
独
過
半
数
に
直
結
。

反
自
民
で
当
選
し
、
最
後
は

自
民
党
員
。
い
ず
れ
も
「
究

極
」
に
値
す
る
。
た
だ
し
、

鳥
越
氏
と
違
っ
て
平
野
氏
の

動
機
は
自
己
保
身
と
の
推
測

も
▼
東
京
で
参
院
選
挙
と
違

う
「
反
改
憲
」
の
流
れ
を
つ

く
り
た
い
。
「
が
ん
」
を
克

服
し
た
同
氏
だ
け
に
言
葉
の

意
味
は
重
い
。
社
会
や
政
治

の
世
界
の
「
が
ん
」
治
療
に

は
摘
出
・
置
換
し
か
な
い
。

て
き
し
ゅ
つ

ち

か

ん

火火漁漁

１
日
、
定
住
化
促
進
対
策

特
別
委
員
会
（
松
本
尚
美
委

員
長
）
の
理
事
会
は
小
国
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
同
委
員

会
調
査
事
項
の
人
口
減
少
対

策
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
住
民

と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

廃
校
舎
等
の
活
用
を
提
案

地
域
で
は
国
道
３
４
０
号

線
の
改
良
を
見
越
し
て
閉
校

に
な
っ
た
旧
小
国
小
学
校
の

校
舎
活
用
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

小
国
地
域
づ
く

り
委
員
会
（
横
道

廣
吉
会
長
）
で
は

小
国
地
区
を
宮
古

の
南
玄
関
に
位
置

づ
け
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
「
里
の
駅
お
ぐ
に
」

に
す
る
計
画
で
す
。
校
舎
と

体
育
館
の
フ
ル
活
用
策
に
建

物
の
市
営
住
宅
化
、
移
住
お

試
し
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
小
規
模
多
機
能
介
護
施

設
と
し
て
の
運
営
な
ど
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
と
所
得
の
確
保

各
種
公
共
施
設
の
配
置
計

画
は
平
成
の
大
合
併
を
実
現

し
た
自
治
体
だ
け
で
な
く
、

全
国
市
町
村
の
大
き
な
課
題

で
す
。
と
り
わ
け
少
子
化
で

小
中
学
校
の
統
廃
合
は
避
け

ら
れ
ず
、
閉
校
校
舎
等
の
再

利
用
の
具
体
化
は
重
要
な
課

題
で
す
。
地
域
の
望
む
雇
用

の
場
の
創
出
と
所
得
の
確
保

へ
、
市
も
真
剣
に
向
き
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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宮古駅前の第一声で勝利を誓う木戸口候補（右から７人目）と伊藤県議（左から６人目）や市議達宮古駅前の第一声で勝利を誓う木戸口候補（右から７人目）と伊藤県議（左から６人目）や市議達
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任
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